
福祉保健局より参照 

子供を中心に流行する感染症について 

１ 感染症名、主な症状等 

 

２ 感染予防のポイント 

● 手指衛生や咳エチケットなど、感染防止にこころがけましょう。 

● お子さんに咳などの症状のある場合は、登校を見合わせるなど無理をさせないように 

配慮しましょう。 

● 症状がおさまった後も、患者さんの便の中にはウイルスが含まれますので、 

トイレの後やおむつ交換の後、食事の前には手洗いを心がけましょう。 

● 保育所、幼稚園、学校などの集団生活では、タオルの共用は避けましょう。 

● 先天性心疾患、慢性肺疾患などがある場合は、かかりつけ医に相談し、 

感染予防や病気にかかった場合の対応について、助言を受けておきましょう。 


